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ワールド・トレード・センターの建築設計と施工

中島

Architectural design and execution of warks of the World Trade Center 

Hazimu NAKAZlMA 

筆者は去る1970年8月アメリカ合衆国・カナダの都市および建築について調査研究のため出張した.と

の報告は，そのときニューヨークに立ち寄り，目下建築中の世界最高の超高層ビJレとなるワーJレド・ト

レード・センターの建設事務所および工事現場において設計・施工について調査・研究した結果に考察を

加えたものである.

はじめに

ヨーロツパの諸都市を回ると，いたるととろで古

い遺跡や城郭にあうし，またそれを見い出すのには，

さほど苦労はない.薄よどれ，くすんでしまった野

面石を無造作に積み上げた城壁を仰ぎ見るとき，所

せましと押し寄せた市民等の歓迎の打振る旗波と歓

呼のどよめきのなかで，威風堂々敵をせん滅した誇

らしげな騎馬姿の指揮官を先頭に四列縦隊の戦士等

が馬のひずめの音とともに行進したであろうことを

想起させてくれるものである.あるいは敗戦の憂き

目を万折れ矢尽きた戦士の力なげに進んだであろう

ことを思い出させ，乙の石積みは静かに私共に話し

かけてくれるようにすら感じられるのである.しか

し，ニューヨークでは， ζんな風景はもちろん求め

る術凶何一つない.それに替るものは，むしろアメ

リカの富の偉大さを誇る摩天楼である超高層ピソレな

のである.

写真1 ワールド・トレ{ド・センター

気味な感じを与えるのである.
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見上げていると，襟首が痛くなる位いで，乙こで

は40階建も60階建もさほど高さに差違を感じさせな

いし，むしろ，マンハッタンのセントラル・ノ~-ク

の南部地区では，この程度の階数では超高層という

感じを与えないのである.しかしさすがに 102階建

のエンパイヤ・スティト・ビルは，その高きはずば

抜けているし，実際3層に大別された急行エレベー

ターを乗り次ぎ最上階の展望室からの傭激は圧巻で

ある.イースト・リパ{がキラキラと太陽の光l乙輝

き，ハドソン・リバーの埠頭は櫛の歯のようにどす

黒くよどんだ中に突き出ているのが望まれる.足元

には，スモッグのただよった底からニヨツキリと天

に向って突き抜けた，くすんだ白，黒色の墓石を想

い起こさせるように超高層ビ、Jレが迫ってくるのが無 乙の中で，更に乙れよりもはるかに高い，超超高層ピ
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ノレの出現が間近かに控えている.これがワーJレド・トレ

ード・センター (TheWorld Trad巴 Center)である.

ワールド・トレード・センターの概要

所在地 ニューヨーク・マンハッタンのウオーノレ街に

近い地点(写真 2)

写真2 ワールド・トレード・センターの位置

敷地面積 64.000rrf 

建 築超高層2塔，高層8階建3t束， 22階建1棟

超高層2塔高さ 410m以上(参考，エンパイヤ・ス

テート・ピ、Jレ380m)

階数地上 110階

地下 6階

エレベーター 198基 (1つの塔に99基あて)

貸事務所等有効床面積 930.000rrf 

工事着工 1966年 8月

工事竣工 1973年、(予定) 工期 7ヶ年

工事進歩高層 8階建2棟ほぼ鉄骨組立完了，超高層

北t容は，鉄骨組立100%， 下部外装コンク

リート作業中，超高層南塔は，鉄骨組立70%

(1970年12月1日現在〕

総工 費 6億5，000万ドJレ (約 2，500億円)

建築関係者建築設計

Minoru Yamasaki and Association 

構造設計

Skilling HeU邑， Chri-stiano巴n，

Rob巴rtson

基礎設計

The Port of New York Authority 

Engineering Departm巴nt

工事請負

Tissu巴manReality and Construction 

ワーlレド・トレード・センターの企画

現在ニューヨークを経由する園内，国外の船荷の流通

は，との市の都心部の経済維持に非常に主要な意義をも

つもので，このととはニュージャージ州，ニューヨーク

市住民のため，繁栄する港湾地域の物質的利益ばかりで

なく，とのことにより他の種々の利益をもたらし，経済

発展に寄与するものである.このような背景のもとにワ

ールド・トレード・センターの必要性が強く認められ

た.

ワーjレド・トレード@センターは，ニューヨーク，マ

ンハツタンに所在するとともに，重要な経済，産業の中

心部にも位置していることにより国外貿易に関連するマ

ーケッテングや，サービスのすべてをひと構えの建築の

中で整理統合することにより，所期の成果を期待しよう

とするもので， ζのことは，国際的ビジネスマンに，完

全なill界貿易サービスと国際ビジネスの集中化による大

きな利点を与えようとしたものである.

このような観点から，このセンターには，ニューヨー

ク港における貿易業務に必要と考えられるアメリカ合衆
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国税関，外国政府機関の貿易センター，一般商社，輸出

入業者，輸送業者，税関l乙対する代理業者，国際銀行，

海上保険会社および船舶，鉄道，航空機および自動車な

どの国際貿易についてのコントロールをはかり，その発

展と拡大のための関係推進機関が入居される乙とになっ

ている.そこで1962年，ニューヨーク市および、ニュージ

ャージ州議会は，ポート・オブ・ニューヨーク・オーソ

リティ (The Port of New ，York Authority) ~(対

し，ワーJレド・トレード・センターの建設を指示した.

ワールド・トレード・センターの建築計画

ワールド・トレード・センターの敷地は，マンハツタ

ンの西南端に近く，ハドソン・リバーに沿ったマンハツ

タン低地帯を占めており，敷地の西l乙ウエスト・ストリ

ート，東には，チャーチ・ストリート，南にワパテー・

ストリートlζ接した街区を形成している.この敷地は，

ジョージ・ワシントンの時代には，グリーウィッチ・ス

トリートは海岸線であったし，ウエスト・ストリートは

海面下にあったもので，乙れらを含め埋立てられたもの

である.

との敷地に建つピル群は， 2ヘクターJレのオ{プン・

プラザ、の周囲に，それぞれ 4つのプラザをもっ高層ビJレ

群と 2棟の超高層塔部が配置されている.乙のピJレ群に

は，前記のような貿易業務の遂行するに必要なオフィ

ス，展示スペースさらにはホテル等が考えられている.

ζのような広大なプラザの下に巨大なコンコースと，

写真5 ワールド・トレード・センターの基礎

さらにとの下に既設の PATH鉄道駅を収容し，また

2，000台収容の地下駐車場も計画されている.

ワールド・トレード・センターの暴礎

乙の建築物は，総重量が 125万トンにも達する巨大な

ため，基礎は地盤面下"20mの硬岩盤床にて支える計画と

なっている.

写真6ワールド・トレード・センターの基礎
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基礎山止め工法は，スラリー・トレンチ工法 (Slurry

Trench工法) を採用することになっているが，この工

法はわが国では既に現在採用されてはいるものの，アメ

リカにおいては新しい工法のーっとなっている. 乙れ

は，初めに掘削機械により， 3フィートの幅で，敷地全

体の局囲を硬岩盤lζ達するまで掘るが，掘削しながら溝

にどろどろしたスラリーを注ぎ込んで地下水の侵入を防

ぐのである.乙の後惹礎底部i乙コンクリートをコンクリ

ート・パイプにより打ち込むと，スラリーは押し出され

るという方法である.

このようにして，周囲に巨大な鉄筋コンクリート壁が

でき，これが地表に向って順次建ち上っていく工法がと

られている.

超高層塔昔日の設計

超高層塔部の構造は，他の高層部と完全に分離独立し

たシステムとしている.

従来までの超高層，すなわち19世紀以後のζの種スカ

イスクレーパーは，一般には相当複雑な柱によって支持

されていた.一方との鉄骨のフレームが採光や換気を妨

げていたのである.

写真7 ワーJレド・トレード・センター

塔部ロード・ベアリング・ウオーjレ

このセンターの超高層の塔は，構造計画として，ロー

ド・ベアリング・ウオーJレを採用して外壁を構成してい

る.従がって高さ 410mの高さまで連続した縦に立上っ

た線をもっているのである.すなわち鉄骨柱の多くは従

来の構造とは異なり，内部lζ多く配置する代りに外部に

位置し，内部K:おかなければならない鉄骨柱は，エレベ

ーター・コァー内におさめるよう計画されたため，内部

空間が最大限に拡げられるよう配慮されている.

外壁は，当然建築物の笠置荷重を負担するととは言う

までもないζ とであるが，さらには風圧に対しても対応

しなければならない.ニューヨークはわが国の大都市の

ように台風来襲の経験はないが， 410mという上空にお

いては常にある程度の風が吹いてすさんでいるのであ

る.そこで乙の外壁は，霊直柱から構成され，各階毎lと

塔を帯状l乙包む水平スパンドレJレ・ビームによって垂直

柱をつないでいる.また相当大きな力に抵抗するため，

四面ラチスを建てている.丁度ζれは正方形断面のボッ

クス・ビームといえるものである.

超高層塔部エレベーター・システム

超高層塔は各々 3つの層に大別されている.すなわち

地下1階から地上.44階までをゾーン1， 44階から78階ま

でをゾーン 2，78階より 110階までをゾーン 3と分けら

れ，各ゾーンにはロビーを設けている.

55人乗り急行エレベーターはプラザー下の，すなわち

地下1階のコンコースから出発し，各ゾーンのスカイ・

ロビー行きとなっている.乙の停止階;以外の階の乗客

は，すべて乙のロビーで乗り替え，ローカJレ・エレベー

タで目的の階へと目指すシステムである.丁度東海道本

線を走る列車の急行と各駅停車を d思い出していただきた

い.乙れを立てた場合のような方式のものである.

乙の方式により各階におけるエレベーター

.シャフトの占める床面積をできるだけ節減

をはかろうと意図したものである.ちなみに

このセンターにおいては，どの階lζ達する場

合においてもすべて約2分程度を目標として

設計されている.

工事施工業者

わが国においては，工事請負業者

(Gencrι1 Contructer以下ゼネコンという

〉は，設計図書と工事請負約款にもとづき，

工事の完成までのすべてを実施するとととな

っている.すなわち一般的には建築材料の購

入から下請業者 (SubContructer以下サブ

コンという)の決定，指揮，監督に至るまで

のすべてを一括取扱っているのである.しか

しとのセンターの場合は，前記のとおりゼ、ネコンはティ

ッシュマン リアJレティ アンド コンストラクジョン

となっているが，との会社はサブコンを持っていない.

例えばコンクリートー鉄骨・エレベーターとすべて直営

工事で，ゼネコンは，乙れら業者への，各工事閣のアジ

ャスト，工事範囲区分，納まりのチェック等を実施する

のが主目的である.従ってゼネコンは，いわゆるすべて

の各職種の指揮棒を振り，設計図書の意図を忠実に表現

するためのコン夕、、クターであるわけである.

乙の方式は以上のととにより，より密度の高い精度と
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経済的作業スピードを期待してはいるが，更に次のよう

な理由からと考えられる.

ニューヨークでは物品の売買には 6%程度の物品税が

かかる乙とになっている.例えば鉄鋼メーカーからゼネ

コンへ納める鉄鋼にはすべて税金がかかるのである.と

写真8 ワーJレド・トレード・センターの堀方

乙ろが，公共団体である乙の建築主，ポート・オブ・ニ

ューヨーク・オーソリティに直接納める場合は加税対象

にはならない.すなわち 6%も低廉となることとなると

とをねらったものと思われる.

施工関係

掘方の総土量は約80万:o:l'fCも達し，前述したとおり硬

岩盤を掘るのに最盛期において約 100台のさく岩機が使

用された.またこの地階fC既設の PATH鉄道が走って

いるが，掘り方はこの電車を停車させずに進行させなけ

ればならないので，中吊りとして地下工事ーをやってのけ

7こ.

鉄骨工事は，乙のセンターの主力をなすものである.

乙れに要する鋼材は約20万トン，これを約20万個の部材

として現場へ搬入され，最盛時においては14カ所で，材

料釣り上げ建方が行われている.

タワークレーンは，最大吊能力は90トン， 1台の総重

量200トン，ブーム長さは 33mの世界最大のもので，オ

ーストラリャ製である.迫り上げは，オイJレ・ジャッキ

で動力はテ‘イーゼルエンジンである.

建方の 1 日の能力は300 トン~500 トン，建方許容誤差

は，例えば外壁周り建入れにおいては，一節で 1/500，

ニ節で1/1000と規定されている.

Call C:_ltty社が乙の建方のすべてを一手に請負い， 1 

日平均 400人程度の鉄骨工(溶接工を含む〉が従事して

370が発表されているが， ζの当初ではまだ開発されて

いなかった.) 

なお地下階コァー柱は60 トン，地上階の4~9階の外壁

柱は 52トンという重量で， 9階以上の外壁柱・はりは，

せいが約11.2m，幅3m，乙のユニットの重量は約5トン

となっている.ユ

ニットは， 6mx 

18mの大きさに，

スラフやもはりも含

まれているのであ

る.

ジョイン卜

(Joint) 

柱，はりのゾョ

イントは原則とし

てハイテンション

ボルトであるが一

昔前乙溶接も使用し

ている.

突合せ溶接の検

査にはすべて超音

波探傷となってい

るが現在ではその

不合格率は10%以

下となっている町

アメリカでは乙

の検査官は，検査

項目別にそれぞれ

専門化されてお

り，また彼らは，

ゼネコン・サフコ

ンのメンノマーとは

完全に独立したプ

ロフェジョンと7よ

っている.

型わく厚さ15阻

または18皿の4x8

合板で，サポート

・パタ角類は，ほ

とんど木製となっ

ており，壁体はホ

ーム・タイを採用

しているが，他は

番線締めである.

いる.また各定位置へ順次必要部材の搬入については， 写真9 ワーJレド・トレード・
建方

標準階の建方
コンピューター (IBM350/4)が使われている. (現在 センターのクレーン
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写真10 ワ-)レド・トレ{ド・センターの建方

は， 3階分を1節となっているが，乙れが40階では11日，

70階以上となると技能工を増加して10日程度で建ち上が

っている.乙れらは前記のとおり大型計算機を駆使し工

程管理に活用している乙とは，わが閣のそれと比較する

と工事規模が問題とならないとはいえ，大変うらやまし

い限りである.

おわりに

ワーJレド・トレード・センターは，全く新しい概

念のものに，規模においても機能性追求においても

他に類をみないこの建築計画は，建築の新時代到来

を示さするものと考えられる.特lζ超高J曹の 2塔

は，来るべき21世紀の建築として，都市のあり方の

考究とともに一つの方向づけをするものと大いに期

待されているものである.
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